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 あらまし 岐阜県では，福祉の充実を図るために，岐阜県障害者支援プランを策定し，これに基づいて障害者

の支援を実施している．少子高齢化社会を迎える中で，障害者に対する人的な支援には限界があり，これを支援

する器具や機器の開発は不可欠である．本研究では，このような機器として，日本の住居で使用することを考慮

した安価で実用的なマニピュレータ付高機能電動車いすを新たに開発する．本報では，開発する高機能車いすの

基本仕様を定め，それに基づいて試作したプロトタイプに関して動作試験を行い，基本機能を確認した． 
 キーワード 高機能電動車いす，軽量マニピュレータ，多機能指示端末 

 

１．はじめに 

岐阜県では，福祉の充実を図るために，岐阜県障害者

支援プラン[1]を策定し，これに基づいて障害者の支援を

実施している．これによると，県内の障害者の内訳は，

重度障害者の構成比率が高く，更に年を重ねるにつれ重

度化している．障害部位に関しては，肢体不自由者の構

成比率が高い．今後，少子高齢化社会を迎える中で，人

的な支援には限界があり，これらの障害者の更なる支援

のためには，これらの方を支援する器具や機器の開発が

不可欠である． 
これまでの取組において，重度の肢体不自由者を支援

する機器として，様々な機器がこれまで開発されている． 
この代表的なものが，環境制御装置（以下，ＥＣＳ）[2]

である．これは，ベッド，テレビ，エアコン，電話など

日常生活に必要な家電製品のリモコン操作を行う装置で

ある．ＥＣＳは，環境に既に組込まれている装置のみを

対象としており，日常生活において刻々と変わる環境に

対して，障害者が物理的な作用をすることを支援できな

い． 
物理的な操作を支援する機器や器具もいくつか開発さ

れている．マジックハンドは，車いすから床に落ちたも

のなどを拾うことができる道具であるが，その利用は，

上肢の自由がきく障害者に限られる．マイスプーン[3]は，

四肢障害者の食事を支援する装置である．しかし，その

用途は食事のみに限定される．欧米を中心に，

ExactDynamics社の「ARM」[4],米Rehabilitation Tecnologies
社の「Raptor」[5]，英Bath大学「Weston」[6]等，車いすに

搭載可能なマニピュレータも開発されている．しかし，

高価であるため，福祉制度が充実しているオランダ以外

の国では普及していない．さらに，これらを車いすに搭

載した場合，欧米の広い住居にあわせて設計されている

ため，日本の住居で使用するには，廊下の移動が困難で

ある等，その使用が著しく制限されることが予想される． 
 上述したように，日本の重度の肢体不自由者にとって，

物理的な作業を十分に支援する器具・機器は存在しない． 
このため，どんな些細な物理的な作業に関しても，介助

者に頼むか，諦めるしかないのが現状である．このよう

な状況を踏まえ，本研究では，日本の住居で使用するこ

とを考慮した安価で実用的なマニピュレータ付高機能電

動車いすを新たに開発する． 

２．基本仕様 

高機能電動車いすの基本仕様を，平成１７年度に実施

した四肢障害者への調査結果[7]に基づいて定めた．この

調査において，障害者が高機能電動車いすで実現したい

主な作業は次のとおりであった．数字は回答者のうち，

該当する作業を希望する割合を示す． 
①棚や床のものをとる     ８６％ 
②部屋の開き戸を開ける    ７９％ 
③体や顔をかく        ７５％ 
④冷蔵庫を開けて食べ物をとる ７５％ 
⑤部屋の引き戸を開ける    ７１％ 
⑥本を取ってめくる      ７１％ 
⑦テレビやVTRの操作     ６４％ 
⑧物にペンなどで書く     ６４％ 
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⑨物を顔元に持ってくる    ６１％ 
⑩電話を取る         ６１％ 
⑪部屋のスイッチを押す    ５７％ 

この結果と装置価格の低減を図ることを考慮し，本研究

で開発する車いすの基本仕様を次のように定めた．図１

に本仕様に基づく高機能車いすの活用イメージを示す． 
●基本仕様 
 高機能車いすで、以下の作業を実現する． 
○マニピュレータで実現する機能 
 ①③⑤⑨⑪の作業 
○多機能指示端末で実現する機能（将来的に実現） 
 ②⑥⑦⑧⑩の作業 
 各作業の実現方法 
②は自動ドアに端末から動作命令を送る 
⑥は電子ブック／インターネットを活用する 
⑦は学習型赤外線リモコンにより操作する 
⑧はワープロ／メール／プリンタを活用する 
⑩はＩＰ電話を活用する 

この仕様においては，いくつかの作業を多機能支持端末

で補完することにより，マニピュレータで実行する作業

を単純化し，マニピュレータの構造の簡素化を図ること

により、装置価格の低減を目指している． 
 

３．試作および動作試験 

 前章で定めた基本仕様に従って，操作検証を目的とし

たマニピュレータを装着した高機能車いすのプロトタイ

プを試作した（詳細は，文献［8］［9］を参照）． 
この試作機の基本機能を確認するため，マニピュレー

タ装着時の基本的な安定性の確認試験（静的安定性試験）

と基本動作に関する動作試験を行った． 
３．１ 静的安定性試験 
静的安定性試験は，前後左右にそれぞれ傾けた斜面に，

マニピュレータを装着した電動車いすを置き，約70kgの
操作者が乗って安定であることを確認する試験である．

本研究では，電動車いすメーカである（株）今仙技術研

究所の基準に準拠し，車いすをのせる斜面の角度を前後

方向に関しては20°，左右方向に関しては15°とした．

試作機に関して当該試験を実施した（図２）．この結果，

車輪が床から浮くといった状況は確認できず，静的安定

性に問題がないことを確認した． 

３．２ 動作試験 

 試作機を用いて，次に示すいくつかの基本作業を対象

に動作試験を行った．  
① 電動車いすで窓際まで移動し，カーテンを開ける． 
② 電動車いすでテーブルまで移動し，ジュースの入っ

た紙パックを取り，飲んだ後にゴミ箱に捨てる． 
③ 床に落ちてしまったリモコンを拾い，手元まで戻す． 
この動作試験の様子を図３～５に示す．この結果，いず

れの作業も達成でき，基本仕様で想定した基本作業のい

くつかが達成可能であることを確認した． 

４．まとめ 

本報では，日本の住居で使用することを考慮した安価

で実用的なマニピュレータ付高機能電動車いすの基本設

計を行い，それに基づいてプロトタイプを試作した．さ

施設設備を
リモコン操作 家電製品を

リモコン操作

棚や床のものを取る

顔や頭を掻く

飲み物を飲む

軽量マニピュレータ

物理的動作を支援 情報の利用を支援

多機能指示端末

画像提示による
操作支援

高機能電動車いす

 
図１ 活用イメージ 

 
図２ 静的安定性試験の様子 
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らに，試作機を用いて，マニピュレータ搭載時の車いす

全体の静的安定性を確認するとともに，基本的な作業を

対象に動作試験を実施し，当該作業が可能であることを

確認した．本報で試作したマニピュレータに関する部品

の製作費用は，50万円弱であり，コスト的には十分に実

現性があると考えられる．しかしながら，体や顔をかく

といった作業を達成するには，更なる安全の検討が必要

であり，各種の作業を行うための操作インターフェース

に関しても障害の程度を考慮する等更なる検討が必要で

ある．今後は，対象ユーザーによる実証試験を行いなが

ら，実用化に向けた課題を更に明らかにし，さらなる改

良を重ねていく予定である． 
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図５ 基本動作の確認（落ちたリモコンを取る） 

 
図４ 基本動作の確認（ドリンクを取って飲んで捨てる） 

 
図３ 基本動作の確認（カーテンを開ける） 


